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緒 言

　われわ れ は メ チ シ リ ン 耐 性 黄 色 ブ ド ウ 球 菌

（MRSA ） の 消毒剤耐性 に つ い て研究を進め て お

り，わが国で分離 された MRSA よ り消毒剤耐性

遺伝子を分離 し，そ の 全塩基配列を決定 し，そ の

性状を報告 して きた
1一η ．

　今回 は こ の よ うな消毒剤耐性 MRSA 株に対す

る ， 日本で 市販 され て い る 両性界面活性剤 の 消毒
殺菌効果 の 比較を行 っ た ．両性界面活性剤は陽 イ

オ ン 性界面活性剤の 殺菌力 と陰 イ オ ン 性界面活性

剤 の 洗浄力 を併せ 持つ 温和 な消毒剤で 毒性 と刺激

性は 少ない こ とが知 られ て い る S｝． 手指 ， 皮膚 ，

粘膜，病室な どの 医療環境 ， ある い は医 療器只の

消毒に 幅広 く使用 されて い る． こ の よ うな市販 の

両性界面活性剤 の 消毒剤耐性 MRSA 株に 対する

殺菌効果に つ い て検討 した．

実験材料 ・ 方法

　 1、 使用菌株

　実験 に 使用 し た 黄色ブ ドウ 球菌 （StaPhylococcus
aureus ）は 次 の 4株で ある．伝達性 プ ラ ス ミ ド

pTZ22 を持 つ MRSA 　N20 株は 臨床分離株で あ

り，プ ラ ス ミ ド上 に 存在す る消毒剤耐性遺伝子 に

よ り高度耐性を示す
2＞． 消毒剤低度耐 性 を 示 す

MRSA 　 L20A 株 もま た 臨床分離株で あ り，消毒

剤耐性伝達性プ ラ ス ミ ド pTZ21 を持 っ て い る 3〕．

RN2677 株は 消毒剤感受性 ， メ チ シ リ ン 感受性 の

黄色 ブ ド ウ球菌 で あ る 3〕．FDA209P 株 も消毒剤

感受性 ，
メ チ シ リ ン 感受性 の 通常の 黄色ブ ド ウ 球

菌の 標準株として用い た．

　2．　実験に使用 した両性界面活性剤

　実験に 用い た両性界面活性剤は 日本で 市 販 され
て い る テ ゴ ー51 （日本商事），ハイパ ール No ．20

（大 日本製薬），ハ イ パ ール No ．3 （大 日本製薬），
オ バ ノ

ー
ル 「ミ ツ マ ル 」　（三丸製薬 ；現サ ン ケ ミ

フ ァ ） の 4 種類で あ る． テ ゴ ー51 は 塩 酸ア ル キ ル

ジ ア ミ ノ エ チ ル グ リ シ ン の 10％溶液 と して 市販 さ

れ て い る． ハ イ パ ール No ．20 は 塩酸 ア ル キ ル ポ

リア ミ ノ ェ チ ル グ リ シ ン 10％，お よ び ポ リ オ キ シ

エ チ レ ン ア ル キ ル フ ェ
ニ ル エー

テ ル 20％を含有 し

て お り， ハ イ パ ール No ．3 は塩酸ア ル キ ル ポ リ

ア ミ ノ エ チ ル グ リ シ ン 10％，お よび ポ リ オ キ シ エ

チ レ ン ア ル キ ル フ ェ
ニ ル エ ーテ ル 3 ％を含有 し て

い る．オ バ ノ
ー

ル 「ミ ツ マ ル 」 は塩酸 ア ル キ ル ポ

リア ミ ノ エ チ ル グ リ シ ン 6％，お よび ポ リ オ キ シ

エ チ レ ン ア ル キ ル フ ェ
ニ ル エ ーテ ル 4 ％を含有 し

て い る．

　 3．　最小発育阻止濃度の 測定

　最小発育阻止濃度 （MIC ）の測定は 日本化学療

法学会標準法に 準 じ， ミ ュー
ラ
ーヒ ン ト ン プ ロ

ス （Difco　Laboratories，　 Detroit，　 Mich） ま

た は ミ ュ
ー

ラ ー ヒ ン ト ン ア ガ ー
を用 い た液体培地

希釈法9＞
お よ び寒天平板希釈法

10〕
に よ り行 っ た ．

　4． 接触時間 と最小殺菌濃度の測定

　接触時間 と最小殺菌濃度の 測 定 は， MIC2000
シ ス テ ム を用 い た 石炭酸係数法の 変法 4，

に よ り行

っ た ．

　5．　消毒剤に よ る掌の殺菌効果の 判定

　消毒剤に よる掌 の 殺菌効果 の 判定 は 前報
5）

に 従
い 行 っ た ．すなわ ち，被倹菌株 の ミ ・・　一ラ

ー
ヒ ン

ト ン ブ 卩 ス に よ る 37°C 一
夜培養液を，減菌生理

食塩 水 に て 10 倍希釈し， こ の 希釈菌 液　（約 107
ceils ！m1 ） を試験菌液 と して用 い た．試験菌液 10

μ1 （約 10［’cells ）を掌に 塗抹 し，被検消毒剤で添

付文書に 従い 消毒 した ．消毒前 と消毒後の 掌を マ

ン ニ
ヅ ト食塩寒天平 板 （日水製薬，東京） に 押 し

つ げ，37DC　48 時問培養後，菌 の 生存の 有無を確
認 し た ，

　消毒剤の 処置方法は ，添付文書に 従 い 消毒 した

後 の 掌 の 付着菌に つ い て 調べ た ．

結果並び に 考察

　1．　液体培地希釈法によ る MIC 値の 測定結果

　液体培地希釈法 に よる MIC 値の測定結果を表
1 に 示 した ．オ バ ノ

ー
ル 「ミ ツ マ ル 」 とハイ パ ー

ル No ．20 は ほ ぼ 同様 の MIC 値を示 して い る

が，高度耐性株 N20 に 対 して は ハ イ パ ール No ，
20は オ バ ノ

ー
ル 「ミ ツ マ ル 」よ り

一
段 階高 い MIC

値を示 し て い る．ハ イ パ ール No 、3 とテ ゴ ー51は

各菌株に対 し全 く同 じ MIC 値を 示 し て お り，オ

バ ノ ール 「ミ ツ マ ル 」 とハ イパ ー
ル No ，20 に 比

A
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表 1．　両性界面活性剤の 液体培地希釈法 に よる最小発育阻止濃度の 比較 （％）

菌 株 オバ ノ
ー

ル

　 　 　 　 　 「ミツマ ル 亅

ハ イパ ール

No ．20

ハ イパ ー
ル 　 　 テ コ

ー51

No ．3

N20 0．0005 0．OO正 e．002 0．002

L20A 　　　
’
O．〔脳 0．ODO5 0．002 0．002

RN2677 　 　0．　OGO5 0．OOO5 0．DD1 0．001

209P 　 　≦ O．〔K｝025 ≦ 0．OOO25 0．001 0．00正

表 2． 両性界面活性剤 の 寒天 平 板 希釈法に よ る 最小発育阻止濃度の 比較 （％）

菌 株 オバ ノ
ー一

ル

　 　 　 　 　 「ミツ マ ル 」

ハ イノ e一ル

No ．20

ハ イパ ー
ル 　　 テ コ ー51

No ．3

N20 0．001 O．002 O．　002 0．OG2

L20A 0．001 o．oo正 o．OD1 0．001

RN267T 　 　 O．　001 0．001 o．001 O．001

209P 0．OO1 0．001 O．　001 o．oo1

べ て各菌株に対 し高い MIC 値を示 して い る．全

体に消毒剤耐性株 は 感受性株 よ り両性界面活性剤

に対する 感受性が低 い が，オ パ ノ
ール 「ミ ツ マ ル 」

は菌株に よ る感受性の 差 が最 も小さか っ た ．

　2． 寒天平板希釈法に よる MIC の 測定結果

　寒天平板希釈法に よ る MIC の 測定結果を表 2

に 示 した ．実験 に 使用 し た 4菌株に対 して ， 各薬

剤 ともO．　OOI％ か ら0．002％ で あ り，薬剤 に よ りあ

ま り大 ぎな差は 認め られ ない ． し か し ， MIC 値

O．002％ を示 した の は， ハ イ パ ール No ．20， ハ

イ パ ール No ．3，テ ゴー51の 消毒剤高度耐性株に

対する値 で あ っ た．液体培地希釈法 と同様に，オ

バ ノ
ール 「ミ ツ マ ル 」 は 菌株 に よ る感受性 の 差が

認め られず消毒剤高度耐性株に も感受性株 と同 じ

MIC 値を示 して い る．

　3．　各薬剤の 接触時間と最小殺菌濃度 の比較

　各薬剤 の 1．5分接触後の最小殺菌濃度 の 比較を

表 3 に ，
3 分接触後 の 最小殺菌濃度 の 比較を表 4

に 示 した ． オ パ ノ
ー

ル 「ミ ツ マ ル 」， ハイ パ ール

No ．20，ハ イ パ ール No ．3 は 消毒剤高度耐性株

を0．031％ で 1．5 分以 内に殺菌 した が，テ ゴー51は

0．031％で は 殺菌で ぎなか っ た．3分後 の 結果 も同

様に ， 消毒剤高度耐性株に 対 し，オ バ ノ
ール 「ミ

ツ マ ル 」 は 0．004％，ハ イ パ ール No ．20は0．016

％，ハイ パ ール No ．3 も O．　016　9．　
，　テ ゴー51 は

0．031％で あ り，
MIC の デ ー

タ と同様に 消毒剤高

度耐性株は オ パ ノ
ール 「ミ ツ マ ル 」 に 文扎 感受性

が高 く，
テ ゴ ー51 に 対 し比較的に 感受性が低か っ

た．

　4．　実際の 手指の 消毒効果の判定

　実際 の 手指の 消毒効果 の 判定 は ，消毒剤高度耐

性 MRSA 株 N20，消毒剤低度耐性 MRSA 株

L20A ， お よび 消毒剤感受性黄色 ブ ド ウ球菌 RN

2677株 の 3 株に つ い て 行 っ た ．培養液 IO「
cells を
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表 3． 両性界面活性剤 の 1．5分接触後の 最小殺菌濃度の 比 較 （％）

菌　 株 オバ ノ
ー

ル　　　ハ イパ ー
ル　　ハ イパ ール　　テゴー51

「ミツ マ ル 」　　No ，20 　　No ．3

N20 O．　e31 0．031 0LO31 0，〔鵬

L20A 0．OI6 0，016 0．031 O．　031

RN2677 　　 0．　008 O．　008 0．Ol6 O．　016

209P 0」0005 0．008 0」0α2 0．004

嘱

表 4．　両
．1生界面活・

「生剤の 3 分接触後 の 最小殺菌濃度 の 比較 （％）

ル

期

　

マ

ノ

ツ

バ

ミ

オ

「

株菌 ハ イパ ール　　ハ イパー
ル 　　テゴー51

No ，20 　 No ．3

N20 　 　 　 0．004 O．　016 O．　016 O．031

L20A 　 　 O．002 0」004 0」016 0．016

RN2677 　 0．　001

　 209P 　 　 O．　OOO5

O．　oorz 0」004 0．008

0．002 0．002 0．004

表 5。両 性 界面活性剤 に よ り実際に 于指消毒後の 殺菌 効果 の比 較 （0，2％）

菌 株 　オバ ノール

　 　 　 　 　 　 「ミツ マ ル」

ハ イパ ー
ル

No ，20

ハ イパ ー
ル

No ．3

テコ ー51

一■，．，

N20 モ÷十，　　十十十
7　　十壬十　　　　　　　i　ト，　　十十十，　　十十十 　十，十十十，十十十

十十十，十十十，料 十

÷，　 十，

L20A 　　掃 ＋，＋＋＋，＋＋＋　 ＋1卜，十＋＋，＋＋＋ 十十，　 十，

1r

十

十

一

RN2677 　 ＋＋＋，＋il，廾 ＋　 ＋＋＋，＋＋＋，料 1　 十十＋，十t＋，幵 ＋ 十，　 十十，　 Ii

＋＋＋，完全に 除菌 されて い る。　　　　　 幵 ，100個以下の コ ロ ニ
ー
が検出され る

　＋， 100個以上 の コ ロ ニ ーが 検出される 。　
一，全く除菌されて い ない 。

各薬剤につ い ての 3回の実験結果を示して い る。

掌に塗抹 し， 添付文書に従 い 5 分間消毒 した 後，
マ ン ニ

ッ ト食塩寒天培地 に 掌を押 しつ け 培 養 し

た．試験は被験者を変え て 3 回行 っ た． 3 回 の 実

験結果を表 5 に ，各薬剤 に よ る消毒後の代表的な

写真を図 1 に 示 し た ．添付文書に従い ， 各 薬 剤

0．2％ 濃度で 手指の 消毒を行 っ た 場合， オ バ ノ
ー
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ル 「ミ ツ マ ル 」 は 消毒剤耐性株に 対 して も安定 し

た 消毒効果 を示 した ． ハ イ パ ール No ．20
， お よ

び ハ イ パ ール No ．3 も比較的 良 い 結果で あ っ た

が，消毒剤高度耐性株が 3回に 1 回は 検 出 さ れ

た ． テ ゴ ー51 は殺菌力が最 も低 く感受性株 も 3 回

とも検出され た． 0．2％ よ り低 い 濃度で 手指の 消

毒を行 っ た場合 は ， 各薬剤 ともデータ が 安 定 せ

ず，感受性株ま で もが検出される場合とされ な い

場合があ っ た ．実験に 使用 した 4 種の 両性界面活

性剤 と もに ，そ の 添付文書に 手指 ， お よ び皮膚 の

消毒は 0，05％〜0．2％ で 5分間洗 うと記載されて

い る．実際に は 0．2％ 濃度 ， 5分間の 消毒で 消毒

剤高度耐性株が完全に 殺菌 された の は ，オ バ ノ ー

ル 「ミ ツ マ ル 」 だ け で あっ た ．しか し， 5 分間 の

手指の 消毒は 非常に 長 く， 苦痛まで も感 じ る時間

で あ り医療現場 に お い て は実用的な指示 で は な い

と感 じた ，

　今回 の実験結果か ら， 現在市販されて い る 4 種

の 両性界面活性剤に は ， そ の 消毒殺菌能力に あま

り大きな 差 は 認め られ な い ．しか し ，
い ずれの 測

定結果 か らも消毒剤高度耐性株に 最 も有効なの は

オ バ ノ ＿ル 「ミ ッ マ ル 」 で あ り， 消毒剤高度耐 性

株 に 最 も弱い の は テ ゴ ー−51 で あ っ た ． 同 じ グ リ シ

ン 系 の 両性 界面活性剤で 殺菌力，あ る い は洗浄力

に こ の よ うな差 が 認め られた 原因と し て ，
ア ル キ

ル 基の モ ル 数が異な る と殺菌効果が異な る こ と，

ある い は テ ゴ ー51以外の 3 薬剤は洗浄作用 の あ る

非 イ オ ン 性界面活性剤 ポ リオ キ シ エ チ レ ン ア ル キ

ル フ ェ
ニ ル エ ーテ ル を各 々 異な っ た 濃度で 含有 し

てお り，
こ の 非イ オ ン 性界面活性剤 の 濃度 の 違 い

が反映 された こ とな どが考え られる．
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